













           
（進藤榮一編『国際公共政策のすすめ』筑波大学社会科学系国際公共政策プロジェクト,1996 年 








    言語と複雑系 
    複雑系と不況 
    輸出第一主義による改革の先送り 
    危機の深化と構造改革 
    克服すべき内なる社会主義 
    ハイエクの東洋医学的発想 
    「小さな政府」と「大きな政府」の対立を超えて… 
 
二、アジアの発展と国際経済環境………………………………………………………6 
    オリエンタリズムの呪縛 
    円通貨圏論の危険性 .. 
    一ドル＝百円の固定制をめざせ 
 
三、相続国債による公共投資……………………………………………………………8 
    国土開発・土地担保システムの崩壊 
    郵貯民営化より公的直接金融を 
    相続国債のアウトライン 
    均衡財政論の誤り 
    相続国債保有の動機 
    数値例の検討 
    競争原理の導入、内部化、分権化と民主化 


























































































































































































































































































































































































































                              
Α このような国債案としては、後に、牧野昇「豊かさの中で不況という甘え」（『産経新聞』1999 年 2


















































０ 1,011,559 1,021,559 -16.7 16.7 
10   910,403   920,403 - 4.2 14.2 
15   859,825     869.825   1.5 13.5 
20   809,247   819,247   7.2 12.8 
25   758,669   768,669  13.0 12.0 
30   708,091   718,091  18.7 11.3 
40   606,935   616,935  30.1  9.9 
50   505,780   506,780  41.6  8.4 
60   404,624   414,624  53.1  6.9 
70   303,468   313,468  64.5  5.5 











































































































































































⒆ Ｊ・Ｋ・ガルブレイス、中村訳『満足の文化』新潮社、一九九三年を参照。  
